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「新たな挑戦、令和７年度！」
船橋市立医療センター院長　茂木　健司

すべてのものが清らかで命輝く、新緑の季節となりました。新年度が始まり、この春はじめて社会人となる若々し
い新卒者など、当院では医師・看護師ら100人近い新たなスタッフが働きはじめます。また院内での人事異動もあり
ましたのでご紹介します。これからも地域の皆様に信頼される安心・安全で質の高い医療を提供できるよう、スタッ
フ一同一丸となって取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。
本号の特集記事は、佐々木直樹産婦人科部長と助産師の川俣照子B4病棟師長による「当院でお産をしませんか？」
です。当院では、合併症を持たない、リスクのない妊婦さんのお産も行っています。お産に関する当
院の取り組みやサポート体制についてご紹介します。妊娠・出産をお考えの方々にとって、有益な情
報が満載ですので、ぜひご一読ください。
また、厚生労働省は令和6年5月に、「出産なび」のホームページを立ち上げました。妊婦の方々のニー
ズに合った施設探しを優しくお手伝いできるよう、全国の分娩を取り扱う施設（病院・診療所・助産所）
の特色・サービスや費用についての情報提供がされており、当院の情報も掲載されていますのでご覧
ください。

「浅草の桜」当院元職員撮影
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病院事業管理者あいさつ

令和７年度を迎え、新年度の人事の発令と同時に
多くの新人スタッフが加入して、職員は皆、気持ち
を新たに日々の診療に励んでいます。当院は今年度
から教育研修センターを立ち上げました。今までは
医師、看護師、コメディカル等、部門ごとにそれぞ
れ研修を行っておりましたが、これらを統括してス
タッフの人材育成に取り組みます。組織にとっては
人が財産です。職員が前向きに意欲を持って働ける
よう支援したいと思います。
さて、昨今の物価高騰や人件費の上昇に伴い診療
材料等の費用や人件費がかさむ一方で、公定価格で
ある診療報酬の改定はこれら支出の増加に追い付か
ず、全国的に急性期病院を中心に病院経営が厳しい
状況が拡がっています。業務の役割分担の見直し（タ
スクシフト）など、より効率的な運営を行い、安定

した病院経営に向けて今後も努力してまいります。
当院は昭和５８年に開院して今年で４２年目を迎
えますが、施設の老朽化、狭あい化により日々進歩
する医療の提供に支障をきたすことが危惧されてお
り、また診療機能の分散配置により患者さんにご不
便をおかけしております。早期の病院建替えを目指
しておりますが、建設工事費の著しい高騰や建設業
者の人手不足等により、残念ながら当院に限らず多
くの病院で現在、建替え事業が停滞している状況で
す。船橋地域の中核病院として市民の命と健康を守
るという当院の使命・役割を将来にわたって担うこ
とができる体制ならびに病院作りを、皆様のご理解
とご協力のもとに進めてまいりたいと思います。

船橋市病院事業管理者　丸山　尚嗣

人事異動紹介人事異動紹介（4月1日）（4月1日）

※ 人事異動に伴い、外来診療体制が変更されています。（詳しくは12ページをご覧ください）

診療科名 採用 退職
呼 吸 器 内 科 小松　洋介 清宮　綾夏 生嶋　　光 松田　光生 野田　健斗

消 化 器 内 科
田中　一真 勝矢　雄之 辻川　直輝 木村　　恵 松﨑　綾音 櫻井　　舜

西村　　駿
循 環 器 内 科 竹内　　峻 笠原　大暉 渡邉　悠斗 宇川　達貴
代 謝 内 科 佐野　永輝 森尾奈央樹 南舘　智樹
腎臓内科・リウマチ科 浦田みやこ 佐藤　琢哉 石川まりな 佐藤　智輝
小 児 科 松谷　泰成 雨宮　晴季 内田　　晃 今泉　孝章 岸村　美宥

外 科
大塚　亮太 大西　梨乃 貝沼　　修 髙原　善博 平澤壮一朗

髙木　大地
乳 腺 外 科 岩井　美香 小田代美香

整 形 外 科
川口　大貴 森安　理紗 照屋　裕紀 郭　　江裕
髙安　涼太

形 成 外 科 樋口裕里子 山下　賢人
脳 神 経 外 科 水谷　太一 新美　　淳 迫　　泰生
呼 吸 器 外 科 加藤　大明 内田　正之 江里口大介 後藤　悠史
心 臓 血 管 外 科 丸島　亮輔 萩原　悠介
皮 膚 科 朱　　樹李 山江　美歩 深田　義仁 木下真太郎
泌 尿 器 科 岩井　純平 小林　和樹 山下　達人 長岡浩太郎 森川　真衣
リハビリテーション科 池之上純男
耳 鼻 い ん こ う 科 小出　彩華 佐宗　　薫
放 射 線 診 断 科 大野　　明

麻 酔 科
佐藤真理子 米川耕太郎 阿部　悠大 小野　翔真
久保あゆみ

救 急 科 小口　　萌 鈴木　瞭介

医局 新任者 退任者
副 院 長 ― 三村　雅也
緩和ケア内科部長 松崎　弘志 安藤　　健
リハビリテーション科部長 染谷　幸男 池之上純男
手 術 部 部 長 夏目　俊之 貝沼　　修
臨 床 研 究 部 部 長 安藤　　健 荒牧　　直
治 験 管 理 室 長 安藤　　健 荒牧　　直
医療安全管理室長 内藤　博道 三村　雅也
教育研修センター長

（ 院 内 呼 称 ） 福澤　　茂 ―

脳卒中センター長 畑山　和己 内藤　博道
乳 腺 セ ン タ ー 長 坂田　治人 松崎　弘志

看護局 新任者 退任者
副 院 長 ― 武村　妙子
看 護 局 長 石井　洋子 武村　妙子
副 看 護 局 長 庄田　由美 石井　洋子
副 看 護 局 長 稲垣　麦野 村山美佐子
ICU・CCU看護師長 安東　由美 君野　寿美
A4病 棟 看 護 師 長 小早川充紀 安東　由美
A7病 棟 看 護 師 長 坂庭　雅代 落田　浩子
B5病 棟 看 護 師 長 田村美夏子 坂庭　雅代
B6病 棟 看 護 師 長 中島　友恵 飯島　貴子
E3病 棟 看 護 師 長 中山　真樹 庄田　由美
E4病 棟 看 護 師 長 飯島　貴子 宇美　由美
患者支援センター
入 退 院 支 援 室 長 宇美　由美 稲垣　麦野

緩和ケアセンター
看 護 師 長 宇美　由美 稲垣　麦野
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このたび、緩和ケア内科部長を拝命しました。外科医になって30数年、消化器がん
や乳がんの終末期患者さんに関わってきた経験を活かしつつ、また新たな気持ちで勉強
しながら頑張りたいと思います。よりよい緩和医療を提供できるように努めてまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

乳腺外科部長�兼�緩和ケア内科部長　松崎�弘志

このたび、定年退職された池之上純男先生の後任として、リハビリテーション科部長
を拝命した整形外科の染谷幸男です。地域がん診療連携拠点病院であり、地域の三次救
命救急を担う急性期病院でもある当院において、リハビリテーション介入により、多く
の患者さんのQOL向上のため、お手伝いができるように頑張りたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

リハビリテーション科部長　染谷�幸男

このたび、手術部部長を拝命いたしました。手術部は麻酔科をはじめ多くの科が関連
して運営されており、手術進行に対する看護師の力量も問われる部署だと思います。こ
れまで外科部長という立場から、多くの手術を科全体で安全に効率よく行っていく、と
いう思いでやってまいりましたが、今後は手術室全体で安全かつ効率よく行っていく、
という思いでやっていきます。どうぞよろしくお願いいたします。

外科部長�兼�消化器外科部長�兼�手術部部長　夏目�俊之

脳卒中センターは、脳卒中(脳梗塞、脳出血、くも膜下出血)を発症したばかりの患
者さんを脳卒中診療に精通したスタッフ(医師、看護師、薬剤師、リハビリスタッフ)
が24時間体制で診療にあたっています。平成26年の開設以来約10年になりますが、
今後も患者さんの転帰改善を目指し、�より良い医療が提供できるよう尽力して参ります
ので、どうぞよろしくお願いいたします。

脳神経外科部長�兼�脳卒中センター長　畑山�和己

このたび、臨床研究部部長�兼�治験管理室長に就任いたしました。参加していただく
患者さんの安全を第一に考え、治験が円滑に実施されるよう尽力いたします。

臨床研究部部長�兼�治験管理室長　安藤�健

このたび、医療安全管理室長を拝命しました。医療安全の目的は医療事故の防止にあ
ります。そのために医療安全管理室では各部署から報告される膨大な量のインシデント
レポートを分析し、マニュアル改定など安全に関わる提案を行っています。多大な成果
を残された前医療安全管理室長の三村先生の後任として、微力ではありますが全力を尽
くしてまいります。よろしくお願いいたします。

副院長�兼�医療安全管理室長　内藤�博道

新任者あいさつ

− 3− 船橋市立医療センターNews　No.64



令和7年4月より乳腺センター長を拝命いたしました。松崎乳腺外科部長の功労で当
院の乳癌手術は年々増加し、近隣Dr.との「がん連携パス」も非常に効率よく運営でき
ています。しかし、再発・ステージIVの紹介や入院患者さんも多く、初期治療から緩
和まで対応に追われている現状です。乳癌診療の中核病院としてより地域に貢献できる
よう尽力したいと思います。

乳腺センター長　坂田�治人

このたび、看護局長を拝命いたしました。看護師一人ひとりが、患者さんに最も近い
存在として、その専門性と人間性を活かし、日々看護に従事しております。患者さんに
選ばれる病院であることはもちろん、看護職員にも選ばれる病院でありたいと考えてお
ります。看護局全体が一丸となり、より良い医療サービスを提供できるよう努力してま
いりますので、今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。

看護局長　石井�洋子

1月1日付けで副看護局長を拝命いたしました。当院は、東葛南部エリアを支える中
核病院として、地域の皆様の健康と命を守る責務があります。看護師がより質の高い看
護を提供できるように、高い倫理性や知識、確実な看護技術を習得し、患者さんが安心
して入院生活を送れるように努力して参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

副看護局長　君野�寿美

このたび、副看護局長を拝命いたしました。これまで10年以上、退院支援看護師と
して地域の医療機関や施設と連携し、患者さんが安心して療養や在宅生活を送れるよう
支援してまいりました。これからも、皆さまが安心して治療を受けられる環境づくりに
努めてまいります。お困りの際は、どうぞお気軽にご相談ください。よろしくお願いい
たします。

副看護局長　稲垣�麦野

看護局理念である「患者さんの立場に立ち、専門的な知識・技術に心の調和する看護
を目指す」ためには、看護職員が健康で、安全に働くことが重要です。看護職員が元気
に働き続けられる職場環境をめざし、患者さんに心のこもった質の高い看護提供ができ
るように努めて参ります。

副看護局長　庄田�由美

平成20年より初期臨床研修の責任者として研修医の管理や指導を担ってきました。
今年度から、当院各部門で行われている研修を一つの部署が一元的に管理し病院全体を
統括する新体制「教育研修センター」を発足することとなり、センター長を拝命いたし
ました。新たな教育研修センターの基盤を作り、次世代に橋渡しできるよう尽力して行
きたいと思いますのでよろしくお願いします。

教育研修センター長　福澤�茂
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平成3年から当院に勤務し、臨床看護から管理業務まで様々な経験をさせていただき、
看護職としてだけでなく一人の人間として、多くの学びを宝物として得ることができま
した。これまでご指導いただきました職員の皆様、そして沢山の教えをいただきました
患者さん・ご家族の皆様に、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

副看護局長　村山�美佐子

このたび、3月31日をもちまして役職定年となりました。令和3年より看護局長、令
和4年より副院長兼看護局長として務めさせていただきました。当院は「相互信頼の医
療」を理念に、全ての職員が患者さんにとっての最善を考え、支え合い協働する風土が
あります。その中で、多くの方のご支援をいただきましたことに感謝しております。本
当に、ありがとうございました。

副院長�兼�看護局長　武村�妙子

このたび、3月31日をもちまして定年退職することになりました。手術部部長という
役職ではありましたが、主な仕事は外科で肝胆膵の手術を指導することで9年間過ごしま
した。肝胆膵の手術は難易度が高く経験が必要ですが、幸い優秀な後輩に恵まれ技術を
伝承することができたと思います。またこの間手術室ではロボット手術も導入され、高度
な医療が発展してきました。新病院にも継承されさらに進歩することを願っています。

手術部部長　貝沼�修

私は整形外科医として平成9年4月に当院に赴任しました。股関節が専門ですが、三
次救急病院という特殊性もあって、骨盤を含む多くの外傷にも携わってきました。ま
た、平成21年にリハビリテーション科が新設され、その部長としても勤務してきました。
これまで多くの人に支えられながら無事定年を迎えられたことに感謝いたします。

リハビリテーション科部長　池之上�純男

令和６年度末をもちまして当院を離れることになりました。平成５年４月にこの船橋
の地に着任して以来、地域の皆様が健康で幸せな生活を送れるようにと日夜労を惜しま
ず働いてまいりました。当院は今後も安心・安全な医療を提供することにより皆様のご
期待に添い続けていくことでしょうから、私が去った後も引き続きご愛顧のほどよろし
くお願いします。

副院長�兼�医療安全管理室長　三村�雅也

退任者あいさつ
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特集

当院で
　お産をしませんか？
当院で
　お産をしませんか？

　自然分娩のメリット 自然分娩のデメリット

・母親への身体的負担が少ない
・母親の身体的回復が早い
・母乳の出やすさを促進する
・赤ちゃんの免疫システムの発達を促進
・出産のプロセスを体験でき、赤ちゃんの出生を実感できる
・赤ちゃんの呼吸や循環器系に良い影響がある　など

・陣痛などの痛みが伴う
・出産まで時間がかかることがある　など

産婦人科部長　佐々木　直樹／B4病棟師長　川俣　照子

当院の産婦人科には5名の産婦人科常勤医（女性医師含む）と17名の助産師が在籍しており、妊婦さんと
赤ちゃんをサポートしています。また、妊婦さんへ事前にバースプランをお伺いし、満足して頂けるお産に
なるようにきめ細やかな分娩介助を行うことに努めています。

はじめにはじめに

当院では、医療的な介入を最小限に抑え、自然の流れで進む自然分娩を基本としています。安全なお産に
するため、適切なタイミングで必要な医療介入をさせて頂くこともあります。また、立ち会い分娩も行って
います（感染症の拡大状況により、立ち会いできないこともあります）。

分娩について分娩について

当院は総合病院ですので、糖尿病や内分泌疾患などの合併症を有する妊婦さんを小児科医師や内科医師と
連携して受け入れています。また、リスクのない通常のお産はやっていないと時々誤解されますが、当院で
は合併症のない妊婦さんや里帰り分娩を希望される妊婦さんも受け入れています。当院でのお産を希望され
る妊婦さんはお気軽に産婦人科外来までお問合せください。

リスクのないお産もやっていますリスクのないお産もやっています

31診療科を有する総合病院としての特性を生かして安心安全なお産を目指しています。夜間に緊急で帝王
切開術が必要になった場合も、麻酔科医師や小児科医師と連携し速やかに対処出来る体制をとっています。
産後の大量出血が生じた際も、救急科医師による子宮動脈塞栓術を行うことで可能な限り子宮を温存し次回
も妊娠出産が出来るように対処しています。

安心安全なお産を目指して安心安全なお産を目指して
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お 食 事 妊産婦食（産後の栄養管理含む）・特別な日の夕食にお祝い膳

病 室 4人部屋（個室希望の方はお伝えください）

入院期間 出産当日を0日目として　正常分娩：5日間／帝王切開：7日間

分娩費用 約40万円前後

指導内容
・沐浴指導（赤ちゃんのお風呂の入れ方）
・調乳指導
・退院指導（退院後の母児の体の変化と異常時の対応）

少子化の現代、出産は貴重な経験となりつつあります。一生に数回しかない貴重な経験。みなさんは、ど
こでどのような出産をしたい、またはして欲しいと思っていますか？「出産は痛そうだから怖い」「初めてで
分からないことだらけで不安」「前回育児大変だったから二人目の出産や育児がなんとなく不安」など様々な
思いを抱えている方も多いのではないでしょうか。当院では病棟助産師が外来で診療介助や指導を行ってい
ますので、妊娠期より一緒に考え、安心して赤ちゃんを迎える準備ができます。私たち助産師と共に歩んで
みませんか？

助産師からのご案内助産師からのご案内

●入院について
自然分娩・育児をサポートするために私たち助産師がそばにいます。ご家族の方と一緒に、痛みや緊張を
和らげ深呼吸やマッサージを行いサポートしています。また、外来で事前に伺ったバースプランに沿って、
産婦さんが望む出産ができるように支援しています。
4人部屋の病室は、「他のお母さんにご迷惑が・・・」と気にされる方もいますが、みなさん楽しく過ごし
ています。他のお母さんと交流することで、同じ悩みをもっていることに安心されるようで、退院後も共に
励まし合い頑張っていると伺います。
短い入院期間ではありますが、退院後に自宅で安心して過ごせるよう指導しています。私たち助産師は、
24時間サポート体制をとっていますので、気になることがございましたら、何でも聞いてください。

●里帰り分娩・転居による引っ越し
里帰り分娩・転勤や転居の方の妊婦健診の受け入れを行っています。里帰りの場合、妊娠32週までに受診
をして頂いています。転勤や転居などで病院をお探しの方も、お問い合わせ下さい。受診時は紹介状・検査
結果（コピー可）持参をお願いしています。

●産後ケアを受け入れています
出産後、慣れない育児に疲れてしまいがちなお母さんのために、
育児の支援や心身のケアを行うサポートです。他院で出産した方
でも、他院での退院日と同日に当院にお越しいただければ受け入
れを行っています。当院の助産師と一緒にがんばりましょう。

お祝い膳分娩室陣痛室
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第54回 公開医療講座『形成外科のおはなし』
を開催しました

1月23日（木）にきららホールにて、小野紗耶香形成外科部長を演
者とした公開医療講座を開催しました。
今回の講演では、形成外科で扱う疾患、形成外科について歴史や統
計を交えてお話しいただきました。
また、けがなどでできる「きず」について、市販の一般的な絆創膏
とハイドロコロイド素材の絆創膏で治り方の違いを比較した実験の解
説があり、治りやすい良い環境を整えることで、「きず」をきれいに
治す方法を教えていただきました。

その他にも形成外科で扱う疾患として、眼瞼下垂や、専門の資格が必要とされる乳房再建、フットケアに
ついても、その治療法と併せて説明がありました。当院では、2018年4月に乳腺センターを開設、2019年
8月にフットケアチームを発足し、様々な職種が力を合わせてチーム医療に取り組んでおります。
小野部長は「悩んでいる方がいらっしゃいましたら、何かお力になれることがあるかもしれませんので、
ぜひ一度ご相談ください。」と述べました。

第第1515回回  がん市民公開講座がん市民公開講座

3月9日（日）にきららホールにて、杉森久美緩和ケアセンター
専従看護師を講師とした第15回がん市民公開講座を開催しま
した。
本講座では“家族だから知りたい！子どもが受ける「がんの

授業」”をテーマとし、実際に各学校で実施している「がんの
授業」をおこないました。その授業では、がん医療現場の動画、
がんを題材とした絵本を交えながら、子どもだけでなく大人も
がんについて考えさせられるような内容でした。
当日は小さなお子様も含め、多くの方が参加され、質問もいただき、がんへの関心の高さがうかが

われました。

“家族だから知りたい！子どもが受ける「がんの授業」”を開催しました

昨年12月25日（水）に5年ぶりにクリスマスコンサートを開催
しました！
当日は海神交響楽団の方によるイングリッシュホルンの演奏と病
棟看護師によるハンドベルの演奏がありました。クリスマスメドレー
などを演奏していただき、柔らかな音色につつまれ心が安らぐ素敵
な時間となりました。当日は患者さんやそのご家族の方にご参加い
ただき、演奏に合わせて手を叩いてリズムをとったり歌を歌ったり、
皆さんコンサートをとても楽しまれているようでした。

クリスマスコンサートを
開催 in E4病棟
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災害支援ナースの役割は、被災地等に派遣され地域住民の健康維持・確保に必要な看護を提供す
ることや、看護職員の心身の負担を軽減し支えることです。
令和2年に新型コロナウイルス感染症が流行し、医療の需要が供給よりも上回り、医療体制がひっ

迫しました。これを受け災害支援ナースは、令和6年4月から改正医療法に基づき新興感染症まん延
時にも派遣されるようになりました。

私が災害支援ナースを目指すきっかけになったのは、平
成30年に参加した院内の防災訓練です。訓練の場面で知
識不足を感じ、院内の災害研修にも参加してきました。令
和元年房総半島台風の際には派遣依頼がありましたが、私
に何が出来るのか不安になり協力することが出来ませんで
した。災害支援に協力出来なかったことに申し訳ない気持
ちでした。しかしながら、災害時においてもお産があり、
育児・授乳中の母子が避難している状況があります。その
中で、私が看護師・助産師として経験してきたことを活か
せないかと思い、災害支援ナースを目指しました。
まだ災害派遣の経験はありませんが、派遣の要請を受け
た際には積極的に参加し、経験を積み、災害支援ナースと
しての役割を果たしていきたいです。（増田看護師）

頭の体操
思い出してみよう!

色々考えたり、思い出したりするのは
脳の前の部分（前頭葉）が司ってい
ます。同じ音の文字から始まる言葉
を思い出す時も前頭葉を使います。
頑張って思い出してみましょう！

リハビリテーション科より

①・『あ』から始まる言葉を10個、思い出してみよう！！

例；あいさつ、あかり、あんぜん、あり、あくび
あおぞら、あさ、アイス、あめ、あらし、など

例；すいか、ストーブ、すし、スパゲッティ、
すもう、すもも、スキー、スケート、スコップ、
すいせん、など

②・『す』から始まる言葉を10個、
思い出してみよう！！

災害支援ナース災害支援ナースとしてとして
活動しています活動しています
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医 療 を 学 ぼ う！ in 図 書 館

※ 予定は変更や中止する場合もありますので、広報ふなばしや図書館HP、 
医療センター HP等でご確認ください。� 患者支援センター

　当院では、市民の皆様に身近な船橋市内の図書館において、毎月医療講演会を開催しております。

●今後の予定　※今年度は水曜日の開催となります
船橋市東図書館（習志野台公民館）　要申し込み　先着20名
毎月1日9:30から受付開始：船橋市東図書館（TEL:�047-463-3611）へお申し込みください。

日程 演題 演者
4月16日（水）14：00～15：00 不整脈の症状と治療について 循環器内科　内山　貴史
船橋市西図書館　要申し込み　先着30名　
毎月1日9:30から受付開始：船橋市西図書館（TEL:�047-431-4385）へお申し込みください。

日程 演題 演者

5月14日（水）14：00～15：00 膝と股関節の痛みと治療
～人工関節置換術とは？～　　 整形外科　矢野　斉

6月18日（水）14：00～15：00 胆石について 消化器内科　藤井　渚夕

●最近の講演会の様子
医療講演会(船橋市西図書館) 
　2月20日（木）「モルヒネについて」　　緩和ケア内科部長　安藤　健
　　�　今回は「モルヒネについて」という演題で、「医療用麻薬」に関するお話をしていただき、一般的な「麻薬」のイメー
ジやその定義、正式な分類を含めた講演となりました。皆様から多くの参加申し込みがあり、会場は満席の状態とな
りました。今回のお話のポイントは「医療用麻薬への誤解」についてで、『麻薬中毒になって混乱してしまうのでは？』『麻
薬を使うなんてもう最期、おしまいってこと？』など、皆さんが思われがちな麻薬のイメージに対して、『すべて根拠
のない迷信です‼』と、安藤医師が正しい根拠をわかりやすくお話しました。講演後のアンケートでは「モルヒネを
怖がる必要はないことが分かった」「モルヒネを使うと最期というイメージが払拭された」とのご意見があり、皆さん
医療用麻薬についての知識を深められたご様子でした。

 
　1月23日（木）「認知症の基礎と予防」　精神科部長　宇田川　雅彦　認知症看護認定看護師　菅田　法子　
　3月 6日（木）「大動脈瘤と大動脈解離について」　心臓血管外科部長　櫻井　学

私は、人の健康を支え、社会に貢献する職業として医
師を志しました。医学は単に病を治療するだけでなく、

患者さんの生活の質を向上させ、人生そのものを支える
重要な役割を担っています。医師には高い専門性と倫理
観が求められ、常に自己研鑽を重ねる姿勢が不可欠です。
現在、研修医として臨床の現場に立ち、患者さんと向

き合う中で、医療の責任の重さを日々痛感しています。
今後も知識と技術の向上に努
め、患者さん一人ひとりに最
適な医療を提供できるよう精
進し、信頼される医師を目指
してまいります。

初期臨床研修医　1年　米田　大陸

研修医の

つぶやき

医師を志した理由について聞きました！

病院ボランティア（患者さんの案内や図書の整理など）を募集しています。詳しくは、医事課まで

船橋市立医療センター Newsへのご意見をお聞かせください
いつも船橋市立医療センターNewsをご愛読いただき、誠にありがとうございます！
このたび、より良い誌面づくりのため、皆様のご意見をお聞かせいただきたく、アンケー
トを実施することになりました。
アンケートへのご協力は、表紙の【Newsのアンケートはこちらから】の二次元コー
ドをスマートフォン等のカメラで読み取ると、アンケートページへ直接アクセスでき
ます。皆様からいただいたご意見は、今後の誌面作りに活かしてまいりますので、ぜ
ひご協力をお願いいたします。
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地域医療連携について

患者支援センターより

■地域医療連携とは
地域にある複数の医療機関（病院や診療所）が協力し、患者さんが必要な医療をスムーズに受け

られるようにする仕組みです。例えば、急性の病気やけがで当院（病院）で治療を受けた後、回復
期の病院や、かかりつけ医に引き継いで治療を続けたり、自宅で療養をしたりすることができます。
このように、地域内の医療機関が連携して、患者さんにとって最適な医療を提供しています。

■当院の外来を受診する際には
当院を初めて受診する場合、基本的には他の医療機関からの紹介状が必要です。当院の「連携医

療機関」からの紹介状をお持ちの場合には初診の予約をお取りいただけます。予約は、電話または
インターネットからでも可能ですので、ぜひご利用ください。

■予約が必要な診療科について
腎臓内科、リウマチ・膠原病部門、小児科特殊外来、脳神経内科、腫瘍内科、精神科は、初診の

外来が完全予約制となっております。これらの診療科を受診する場合は、必ず事前に予約をお取り
いただきますようお願いいたします。予約なしでご来院された場合、その日に診察を受けられない
ことがありますので、ご注意ください。

人命救助を行い表彰を受けました
当院E3病棟の坂本由紀看護師が人命救助を行い、鎌ケ谷市消防本部か

ら表彰を受けました。

「院外で初めて、人が意識を失い倒れる瞬間を目撃して動揺しましたが、

数分で心肺蘇生法を学んでいる方が来てくれたため、協力して救急隊の

方々に引き継ぐことができました。その方が後遺症なく社会復帰されたと

聞いて嬉しく思います。今後もこの賞に恥じないよう精進して参ります。

（坂本看護師）」

※詳細は当院ホームページの採用情報をご覧ください。

◆夜勤専従
【仕事内容】�手術室、病棟における�

看護業務
【時　　給】2,199円～　※賞与あり

◆日勤
【仕事内容】�外来、手術室における看護業務
【時　　給】1,793円～　※賞与あり

⃝看護師
【仕事内容】�シーツ交換、配膳・下膳、�

患者さんの移送等
【時　　給】�1,273円～　※賞与あり

⃝�看護補助者�
ナースエイド（看護助手）

会計年度任用職員 採　用　募　集

【問い合わせ】総務課
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外　来　担　当　医　師　一　覧　表 令和7年4月1日現在

担当医師は、状況により変更することがありますので、受診の際には当院のホームページ等でご確認ください。
※特殊外来の小児循環器、小児神経、小児腎臓、小児アレルギー、小児内分泌の予約および予約変更は午後2時から4時の間に小児科外来へ電話してください。

月 火 水 木 金 備考

内
科

新 患
田中　一真 清水　英樹 

平野　聡/安藤　健
寺山　諒/森尾奈央樹 〔交替医〕 小松洋介/吉田直樹 (火)第１・３・５清水、第２平野、第４安藤

(水)第１・３・５寺山、第２・４森尾
(金)第１・３・５小松、第２・４吉田

呼 吸 器 天野　寛之 
小松　洋介

鹿野　幸平 
中村　　純

天野　寛之 
藤田　哲雄

中村祐之/吉田直樹/清宮綾夏 
中村　　純

鹿野　幸平 
藤田　哲雄

(木)中村（祐）が午前、吉田/清宮が午後
（第１・３・５吉田、第２・４清宮）

消 化 器

東郷　聖子 
関　厚佳/石井清文

関　　厚佳 
辻川　直輝 
勝矢　雄之

安藤　健/藤井渚夕 
勝矢　雄之 
石井　清文

水本英明/辻川直輝 
笠松伸吾/東郷聖子 

田中　一真

小林　照宗 
藤井　渚夕 
笠松　伸吾

一段目と三段目の医師は、原則、
消化器内科からの予約患者のみ
(水)安藤が11時まで、藤井が11時から
(木)水本が午後1時30分まで、辻川が午
後1時30分から
(月)第１・３・５関、第２・４石井
(木)第１・３・５笠松、第２・４東郷
(火)勝矢、(木)田中は、午後のみ

代 謝 森尾奈央樹 河村　治清 佐野　永輝 河村治清/鳥海修司 寺山　　諒
腫 瘍 髙橋　秀和 平野　　聡 髙橋　秀和 平野　　聡 完全予約制
腎 臓 午　 前 山口　裕之 浦田みやこ 清水　英樹 完全予約制

(月)午後は、第１・３・５清水、第２・４浦田午　 後 清水英樹/浦田みやこ 佐藤　琢哉 腹膜透析外来
リウマチ 
・膠原病

午　 前 浦田みやこ/窪田沙也花 佐藤　琢哉 
浦田みやこ

安部　　樹 完全予約制
(月)午前は、第１・３・５窪田、第２・４浦田

午　 後 山口　裕之 山口　裕之 清水　英樹

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

循 環 器
内 科

予 約
内山　貴史
堀江　華奈

沖野　晋一 
飯髙　一信

岩田　　曜 
林　智彦/内山貴史

丘　慎清/須藤洋尚 
青山　里恵

石脇　　光 
福澤　　茂

(月)堀江は第２・４のみ
(水)第１・３・５林、第２・４内山
(木)第１・３・５丘、第２・４須藤

新 患

堀江華奈/岩田　曜 石脇　光/青山里恵 丘　慎清/須藤洋尚 沖野晋一/飯髙一信 内山貴史/林　智彦 (月)第１・３・５堀江、第２・４岩田 
(火)第１・３・５石脇、第２・４青山 
(水)第１・３・５丘、第２・４須藤 
(木)第１・３・５沖野、第２・４飯髙 
(金)第１・３・５内山、第２・４林

心 臓 血 管 外 科 〔手術日〕 茂木健司/藤井政彦 〔手術日〕 〔手術日〕 午後1：30～
緩 和 ケ ア 内 科 安藤　　健 安藤　　健 午後1：00～　予約患者のみ

（火）は第１・２・３・５のみ

精 神 科
新 患 大矢　雅樹 涌井　隆行 本川友紀子 半田　剛久 大矢　雅樹 新患は事前予約が必要（電話も可）

（月）、（金）大矢は午前11時00分～
（月）、（金）の林は午後のみ
（木）午前は宇田川/大矢が隔週交代、午後は大矢

再 来
大矢雅樹/林　仁美 宇田川雅彦/涌井隆行 宇田川雅彦/本川友紀子 宇田川雅彦/大矢雅樹 

半田剛久
大矢雅樹/林　仁美

小 児 科 島﨑　俊介 
伊賀　裕子

佐藤　純一 
松谷　泰成

丹羽　淳子 
内山　薫

木谷　　豊 
河内　　遼

伊賀　裕子 
坂井　美穂

外
科

新患（消化器・一般） 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕

消 化 器・ 一 般
夏目　俊之
吉岡　隆文

遠藤　悟史 丸山　尚嗣
野手　洋雅

小林　拓史 吉岡　隆文
米川千里/岸田浩輝

大塚　亮太

(水)丸山は第1の午後のみ
(金)吉岡が午前、米川/岸田が午後

乳 腺
青柳　智義
南村　真紀

松崎　弘志
吉原ちさと

青柳　智義 
坂田　治人 
玉貫　圭甲

玉貫　圭甲 
坂田　治人
岩井　美香

松崎　弘志
南村　真紀

（水）玉貫は午前、（木）坂田は午後のみ

整 形 外 科

森安　理紗
髙安　涼太
高瀬　　完
〔手術日〕

大原　　建 
中島　貴子

鮫田　寛明 
染谷　幸男

土屋　流人 
川口　大貴
富山　　恒 
橋本　瑛子 
〔手術日〕

矢野　　斉
細見　裕紀
〔手術日〕

（火）・（水）は予約患者のみ
（紹介状ありは可）
（月）高瀬は午前のみ
（木）橋本は第1のみ
骨腫瘍外来は第1・3（木）の午後のみ

形 成 外 科 〔手術日〕 小野　紗耶香 
樋口　裕里子

小野　紗耶香 
樋口　裕里子

乳房再建外来 
〔手術日〕

小野　紗耶香 
樋口　裕里子

脳神経外科 予　約
内藤　博道 
新美　　淳
田坂　研太

〔手術日〕 畑山　和己 安間　芳秀
〔手術日〕

根本　文夫 （木）安間は第1のみ

新　患 〔交替医〕 〔交替医〕 内藤　博道 〔交替医〕 〔交替医〕

脳 神 経 内 科
鶴岡　　淳 宗像　　紳 完全予約制

（水）午前のみ
（木）第2・4の午後1：30～

呼 吸 器 外 科
荒牧　　直 
加藤　大明 
〔交替医〕

〔手術日〕 〔手術日〕 
一ノ瀨修二

荒牧　　直
加藤　大明

木下孔明/〔交替医〕

〔手術日〕 （水）は予約患者のみ

皮 膚 科
太田　　梓
髙地　由奈

太田　　梓 
朱　　樹李 
山江　美歩

朱　　樹李 
山江　美歩 
髙地　由奈

太田　　梓 
山江　美歩

朱　　樹李 
髙地　由奈

新患は紹介状が必要

泌 尿 器 科 中村　元洋
竹山　晴香

深沢　　賢 
樋口　耕介

樋口　耕介 
小林　和樹

深沢　　賢 
中村　元洋

山下　達人 
岩井　純平

産 婦 人 科
味村　嵩之 
吉岡　　雛

髙見澤重篤 
 

〔手術日〕

佐々木直樹 
〔交替医〕 
〔手術日〕

佐々木直樹 
吉岡　　雛

髙見澤重篤 
〔交替医〕 
〔手術日〕

（火）は婦人科のみ

眼 科 久我　紘子 
〔手術日〕

松枝　美文 小林　悠里 
〔手術日〕

小林　悠里 
小林　晋二

久我　紘子 
太田　聡美

（月）・（火）・（水）は予約患者のみ
（紹介状ありは可）

耳 鼻 い ん こ う 科 小出　彩華 
坂本　夏海

〔交替医〕 
〔手術日〕

小林　皇一 
坂本　夏海

 
〔手術日〕

小林　皇一 
小出　彩華

放 射 線 治 療 科 荒木　　仁 荒木　　仁 
小野澤正勝

有賀　　隆 
小野澤正勝

荒木　　仁 
小野澤正勝

小野澤正勝 完全予約制

麻 酔 科 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 〔交替医〕 午前9：00～11：00 予約患者のみ
歯 科 口 腔 外 科 津川野の花/村野彰行 村野　彰行 村野　彰行 村野　彰行 村野　彰行 (月)津川が午前、村野が午後

新患は紹介状が必要

特
殊
外
来

女性専用（内科） 令和７年４月から休診
脳神経内科（内科） 鈴木優太郎 午前　予約患者のみ（電話も可）
ステントグラフト外来（心外） 櫻井　　学 午後0：30～
ペースメーカー外来（循内） 〔交替医〕 午後1：00～　
小児循環器（小児） 佐藤　純一

河内　　遼
佐藤純一/河内　遼 午後　予約患者のみ

（水）第2・4佐藤、第1・3・5河内
小児神経（小児） 牧野道子/内山　薫 午後　予約患者のみ

（木）第1牧野、第2・3・4・5内山
小児腎臓（小児） 三浦健一郎（月1回） 午後　予約患者のみ
小児アレルギー（小児） 下条直樹/薄井　香 〔交替医〕 （水）第２・４　午前９：００～予約患者のみ

（金）午後2：00～予約患者のみ
小児内分泌（小児） 島﨑　俊介 第1・2・4・5　午後　予約患者のみ

小児外科（外科） 小松　秀吾 午前のみ（午後手術）
遺伝カウンセリング（外科） 青柳　智義 午後1：00～4：00 予約患者のみ（電話も可）
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